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噸
に
課
税
す
る
こ
直
は
必
が
し
も
支
那
に
限
っ
た
こ
さ
で
は
な
い
が
、
支
那
で
は
古
來
轆
課
は
國
家
經
常
收
入
の
大
宗

、
を
な
し
、
。
わ
け
て
も
中
世
以
降
の
諸
王
朝
に
こ
つ
喪
蝿
利
ば
重
大
開
心
事
で
あ
っ
た
。
随
っ
て
叉
、
こ
れ
が
腿
火
を
業
と

す
る
聴
商
の
利
益
も
大
な
る
も
の
が
あ
っ
た
こ
ご
は
申
す
迄
も
な
く
、
史
記
侭
殖
列
縛
に
碕
頓
が
「
漬
擬
王
公
、
馳
潴
天

下
」
皇
言
は
れ
た
る
、
叉
白
居
易
の
詩
に
描
州
聴
商
が
、
》
州
縣
に
脇
せ
ず
天
子
に
風
す
這
う
仁
は
れ
た
る
如
き
は
、
周
く
｝

人
の
知
る
こ
こ
乙
尭
あ
る
。

藤
井
宏
學
士
堂
一
両
は
れ
る
様
底
》
那
湘
特
に
雨
洗
憾
明
代
聴
商
の
垂
挺
の
的
で
あ
っ
た
。
・
雨
准
聴
が
天
下
に
覇
を
唱
へ

典

渚
初
雨
推
塑
商
に
閉
す
る
一
考
祭
．
一
○
一
合
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捕
初
雨
推
塑
商
に
關
す
る
一
考
察
袋
一
○
二
守

る
に
至
っ
た
の
は
明
代
に
始
ま
る
こ
さ
で
は
な
く
、
師
に
隣
宋
時
代
に
於
い
て
河
東
噸
Ｅ
並
ん
で
雄
を
稲
せ
ら
れ
、
元
代

毎

Ｑ

に
至
っ
て
途
に
断
然
他
の
諸
嘘
場
を
引
き
離
し
て
雛
一
位
を
占
め
た
こ
さ
は
殖
史
巻
百
七
十
郷
彬
傳
に
．
「
國
家
經
斐
聴
利

居
十
之
八
、
而
叩
沸
聴
澗
倦
天
下
之
牛
」
ご
あ
る
こ
ど
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
元
史
食
愛
志
二
噸
法
に
「
至
元
十
三
年
、

凸
■

既
取
宋
而
江
南
之
蝉
所
入
尤
賑
。
」
ど
見
え
て
ゐ
る
が
、
こ
シ
に
江
南
ど
い
へ
る
は
前
の
祁
彬
仰
の
文
琶
對
照
し
て
所
調
江

泄
地
方
を
指
す
も
の
ど
解
し
て
差
支
な
か
る
・
べ
く
、
斯
様
に
宋
求
元
初
の
唖
、
既
に
沸
臓
は
所
入
尤
も
灰
き
も
の
で
あ
っ

た
の
で
あ
る
。
藤
井
學
士
の
言
は
れ
る
「
蓋
し
噸
商
が
蝿
利
雄
得
に
就
い
て
肢
も
願
職
す
る
所
は
ｂ
そ
の
聴
場
に
於
け
る

蝋
の
潅
額
犬
に
し
て
且
つ
良
蛍
な
ら
こ
さ
、
↓
聴
場
よ
り
翁
蝿
地
に
至
る
距
離
近
く
、
交
通
便
に
し
て
運
送
変
の
溝
ま
い
こ

ご
、
行
聴
地
庵
く
し
て
人
口
珊
密
な
る
こ
這
等
で
あ
り
、
此
の
條
件
を
最
も
よ
く
充
足
せ
し
め
る
も
の
が
湘
准
で
あ
り
、

（
ｍ
〆
』
〃

Ⅷ
洲
や
塗
之
に
次
ぎ
、
長
藤
が
之
等
に
比
し
て
劣
る
」
ど
い
ふ
形
勢
は
清
代
に
於
い
て
も
全
く
同
様
で
．
あ
っ
た
。

漢
・
府
・
宋
．
元
よ
り
晩
の
中
期
に
か
け
て
行
は
れ
た
聴
法
は
皆
今
日
調
ふ
所
の
専
爽
制
度
で
あ
る
が
、
・
明
の
嘉
端
唖

か
起
現
は
れ
、
浦
代
に
至
っ
て
一
般
に
行
は
れ
た
聴
法
は
、
も
早
や
専
爽
制
度
で
は
な
く
、
官
に
於
い
て
隙
の
製
造
者
、

販
蝿
者
、
熊
械
、
販
斑
地
域
（
引
地
）
を
定
め
且
つ
之
に
對
し
て
一
定
の
賦
課
を
行
ふ
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
一
の
收
入
は
采

（
つ
⑨
）

覚
雌
特
な
る
統
制
の
下
に
微
收
き
れ
る
一
価
の
淌
炎
税
で
あ
っ
た
。
、

ｅ
‐

聴
利
が
國
庫
収
入
の
重
要
部
分
を
占
め
て
ゐ
る
と
い
ふ
鮎
に
鑑
み
て
、
清
代
に
於
い
て
は
こ
れ
が
收
入
確
保
の
爲
に
聯

務
制
度
に
曹
匝
鐙
工
夫
ご
改
良
が
加
へ
ら
れ
、
そ
の
迩
鉗
法
は
大
別
し
て
官
将
商
鉗
、
官
迩
商
錨
、
官
蓮
官
鉗
の
三
睡
さ

、

な
る
が
、
砺
派
に
行
は
れ
た
の
は
そ
の
中
の
官
将
商
鉗
で
あ
っ
倍
。
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尚
、
こ
涜
に
注
意
す
べ
き
こ
さ
は
、
清
朝
は
元
來
が
北
狄
隅
身
の
王
朝
で
南
北
雨
勢
力
を
統
合
し
て
成
立
せ
ろ
國
家
な
／

る
が
故
に
、
前
諸
朝
の
如
く
北
狄
佼
入
に
對
抗
す
る
爲
に
蝋
法
が
そ
の
軍
炎
訓
逵
に
利
用
さ
れ
る
こ
、
こ
な
し
、
宋
の
入
中

法
。
明
の
開
中
法
の
如
曹
特
殊
な
制
度
の
な
か
っ
た
こ
Ｅ
で
あ
る
。

一
／
》

ノ

卿
法
に
あ
っ
て
は
生
産
人
た
る
寵
戸
さ
販
蜜
人
に
喝
噸
商
ど
が
そ
の
重
要
な
る
部
分
を
推
常
し
、
て
ゐ
乃
識
で
あ
る
が
、

ゞ
．
の
唾

そ
の
聴
商
の
一
例
、
と
し
て
叩
誰
聡
商
が
如
何
な
る
組
織
ご
機
能
を
も
ち
、
事
費
如
何
な
る
活
動
を
な
し
た
か
、
以
下
情
初
．

よ
り
乾
隆
頃
ま
で
の
間
に
於
け
る
こ
の
問
題
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
川
へ
て
見
た
い
。
、

〆、

今

淌
代
州
准
聡
法
は
乾
隆
以
後
次
銘
に
崩
壊
の
兆
候
を
現
は
し
、
道
光
年
間
に
至
っ
て
應
引
改
架
さ
い
ふ
噸
務
上
の
大
改

革
が
陶
樹
に
よ
っ
て
行
は
れ
る
の
で
あ
廷
が
、
浦
初
に
於
い
て
は
明
・
斑
暦
以
後
の
細
法
を
蹄
製
し
た
も
の
で
あ
る
か

６
ｊ
〃
〃

ら
、
一
雁
明
代
の
細
法
に
つ
い
て
一
瞥
し
て
み
る
こ
ど
記
す
る
。

簡
雁
四
十
五
年
、
柑
時
叩
准
脱
法
疏
蝿
巡
の
職
に
あ
っ
た
哀
祉
振
に
よ
っ
て
新
ら
し
く
細
冊
凡
例
が
作
ら
れ
、
翌
年
、

そ
の
趣
旨
に
韮
い
て
直
隷
巡
嘘
御
史
椛
遇
奇
の
上
奏
を
經
て
細
法
が
変
施
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
る
Ｅ
、
准
耐
に
於
い
て
は

．
（
１
０
）
〔
堂
Ｊ
）

従
来
将
保
の
悪
政
に
よ
っ
て
雌
に
・
水
ら
く
順
法
が
破
壌
さ
伽
、
徐
聴
銀
を
前
納
し
な
が
ら
未
だ
蝋
の
製
埋
を
行
ひ
得
ざ
る

ｂ
■
〃

も
の
が
約
二
百
閥
引
も
あ
っ
た
。
そ
れ
を
消
化
す
る
爲
に
綱
法
さ
い
ふ
も
の
を
設
け
る
タ
そ
れ
は
先
づ
巡
純
御
史
の
所
持

す
る
紅
字
簿
に
記
載
せ
る
商
名
の
順
序
に
從
っ
て
一
冊
の
名
簿
を
作
ｂ
そ
れ
を
十
綱
（
即
ち
十
組
）
に
分
け
、
毎
細
餘
鞭

諦
初
雨
推
塑
商
に
閲
す
る
一
考
祭
一
○
三

。
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摘
初
雨
推
盟
商
に
閥
す
る
一
考
察
一
○
四

銀
を
前
紬
せ
る
者
が
二
十
蕗
引
に
逹
す
る
橡
に
按
配
す
る
。
こ
の
十
綱
に
對
し
て
夫
盈
聖
・
徳
・
超
・
千
・
古
．
皇
・
風

・
扇
．
九
・
園
の
名
稲
趣
附
し
そ
の
名
稲
を
綱
冊
の
冊
號
こ
す
る
。
而
し
て
毎
年
一
綱
を
以
て
奮
引
を
行
ひ
、
九
綱
を
以

て
新
引
を
行
ふ
。
奮
引
を
行
ふ
一
綱
は
唯
醤
引
の
み
を
行
ひ
、
新
引
ぜ
行
ふ
九
綱
は
新
引
の
み
を
行
ふ
。
そ
し
て
新
引
を

行
ふ
者
は
今
迄
の
順
番
を
超
え
て
禦
験
に
赴
く
こ
さ
が
出
来
、
、
奮
引
の
後
に
遮
っ
て
順
恭
を
待
つ
ご
卜
ふ
苦
捕
を
免
れ
る

こ
さ
が
出
來
ろ
。
准
南
に
於
け
る
一
年
間
の
新
引
は
全
部
で
四
十
‐
ハ
郷
六
千
五
百
九
十
六
引
だ
か
ら
、
之
を
九
綱
に
分
配

す
る
ご
一
綱
岱
り
五
蔀
四
千
六
十
六
引
と
な
る
。
こ
の
十
字
の
正
綱
の
外
に
既
に
巡
稔
司
を
通
過
し
迩
聴
河
畔
に
照
を
上

堆
し
て
禦
験
の
順
恭
を
待
っ
て
ゐ
る
も
の
が
十
餘
蕗
引
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
正
綱
ご
厩
別
し
て
附
綱
ざ
し
、
，
一
年
に
ゞ
一
繭

五
千
六
百
引
宛
行
っ
て
十
年
で
消
化
す
る
こ
こ
シ
｜
す
る
。
塞
滞
せ
る
醤
引
が
全
部
消
化
し
経
っ
た
な
ら
ば
新
引
を
漸
次
増

加
し
て
、
惟
北
が
暫
く
停
め
て
ゐ
る
新
引
の
数
を
袖
ふ
こ
さ
ゞ
す
る
。
〃

こ
の
十
字
綱
冊
は
之
を
印
刷
し
て
衆
商
に
與
へ
、
・
水
く
所
持
さ
せ
て
窩
本
ざ
す
る
。
そ
し
て
船
上
に
記
載
さ
れ
た
商
人

・
の
醤
引
数
Ｅ
睨
み
合
せ
て
毎
年
新
引
を
制
街
て
る
。
冊
上
に
記
名
な
き
者
は
行
聴
の
樅
利
が
な
い
。
以
上
が
綱
法
の
大
要

で
あ
る
。
こ
の
細
川
を
印
刷
し
て
噸
商
に
典
へ
た
も
の
が
禰
本
さ
い
は
れ
、
こ
れ
を
所
持
し
な
い
者
は
聴
商
た
り
得
な
い

轡

（
〆
切
）

こ
を
函
な
っ
た
の
で
あ
る
。
清
代
の
引
禰
・
根
窩
・
窩
根
・
窩
底
・
海
軍
な
ぎ
は
す
べ
晒
窩
本
の
別
稲
に
他
な
ら
な
い
。
〆

師
堆
地
方
に
綱
蝿
法
が
行
は
れ
て
ゐ
た
こ
さ
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
が
そ
れ
の
み
で
は
な
か
っ
た
。
嘉
慶
十
一
年
璽
修

咽
准
聴
法
志
（
以
下
単
に
雨
准
聴
法
志
さ
賂
濡
す
）
巻
八
に
は
准
北
准
南
韮
〈
に
綱
撫
・
食
嘘
の
行
聴
地
表
を
別
廷
に
把
戦

し
て
居
り
、
捌
州
庇
志
壱
一
千
噸
法
志
に
も
揚
州
原
食
綱
鞭
、
後
改
食
噸
（
中
略
）
雨
准
至
今
綱
食
分
行
。
を
記
さ
れ
て
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消
初
雨
推
盟
商
に
開
す
る
一
考
察
一
○
六
．

」

、
に
袋
戦
し
て
出
場
し
、
湫
南
で
は
泰
州
に
あ
．
る
泰
踊
で
稔
査
を
う
け
（
こ
れ
を
過
輔
ご
い
ふ
）
次
に
向
塔
河
巡
捻
司
の
楡

（
囮
）

査
を
う
け
、
更
に
揚
州
北
橘
に
赴
い
て
応
大
使
か
ら
始
め
て
引
を
渡
さ
れ
る
ご
、
巡
蝋
御
蝋
親
臨
の
下
に
北
橘
禦
鰄
所
で

Ｌ

引
唖
の
検
査
が
行
は
れ
る
。
、
こ
ゞ
を
通
過
。
（
こ
れ
を
過
橋
さ
い
ふ
）
す
る
Ｅ
三
浬
河
を
經
て
儀
徴
の
天
池
・
木
關
外
に
船

、

（
Ⅱ
）

ノ
ゼ
停
め
依
徴
批
験
嘘
引
所
に
呈
綱
銭
総
即
ち
細
細
識
の
手
数
料
を
完
納
し
、
綱
迩
脈
簿
た
る
底
馬
冊
が
商
名
引
数
に
照
し

て
迭
ら
れ
る
。
そ
こ
で
商
人
は
嚥
船
を
木
開
門
に
進
め
、
巡
聴
御
史
親
臨
の
下
に
俵
所
大
使
の
禦
験
を
う
け
、
晩
は
綱
．

、
凸

・
食
を
別
に
し
て
夫
掩
綱
噸
垣
・
食
嘘
垣
等
の
公
垣
に
推
入
さ
れ
る
。
次
に
綱
・
食
各
聴
は
別
凌
に
小
包
に
綱
を
作
り
直
さ
‐

↓
れ
る
。
こ
の
小
綱
包
は
小
子
若
し
く
は
子
噸
ご
い
は
れ
る
。
所
製
を
經
一
そ
は
じ
め
て
聴
商
は
江
に
浮
び
各
口
岸
に
向
ふ
の

で
あ
る
。
要
す
る
に
湫
南
で
は
撫
場
で
噸
を
買
っ
て
よ
り
江
に
出
る
迄
に
泰
聯
。
内
零
河
・
北
橘
。
儀
所
等
の
開
門
を
通

‘
一
の
／

過
せ
ぬ
ぱ
な
ら
ぬ
課
で
あ
る
。
准
北
は
派
南
に
比
べ
て
聴
場
の
數
が
少
く
、
そ
の
行
鞭
順
路
は
場
を
出
て
よ
り
、
盗
蔚
・

↑
（
砲
）

｜
、
蝦
沙
河
巡
松
司
を
經
て
派
北
批
験
聰
引
所
の
禦
験
を
う
け
、
口
岸
に
向
ふ
。

●
』

「
・

剛
准
の
製
験
機
關
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
⑳
．
｛

一

沈
南
泰
鰯
監
禦
官
需
↑

・
白
塔
河
巡
稔
司
群
０
Ｊ

〆
。

§
・
北
橘
製
聴
所

稚
南
批
験
聴
引
所
〆

派
北
水
蝶
鰯
監
禦
官
署

や
夕

や

も

、
一

）

ー

〃

、

ゾ

■Ⅱ



二

〃

ノ

一 〆
ざ

~

●
〃

〃
Ｌ
Ｕ

、

烏
沙
河
巡
桧
司
署
↑
、

』
三池
北
批
験
嘘
引
所

そ
こ
で
前
に
返
っ
て
、
食
噸
管
は
こ
れ
ら
の
製
験
機
關
を
通
過
し
た
睡
雛
綱
商
の
手
を
經
ず
に
直
接
消
愛
者
に
向
け
て
蜜

〆
、

棚
か
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
．
長
江
、
｝
運
河
を
經
て
各
口
岸
へ
綱
迩
さ
れ
る
も
の
が
綱
聴
↑
で
あ
る
芭
言
ふ
こ
ど
が
出
來
る
。
一

、

こ
の
こ
ざ
は
次
の
こ
さ
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
る
。
即
ち
雨
沸
噸
法
志
巻
八
．
六
滴
行
服
表
に
曰
く
、
ゞ

『
●

惟
江
都
・
廿
呆
二
縣
食
聴
即
於
橘
禦
後
入
場
垣
鎖
狸
、
高
郵
・
賛
唯
・
泰
興
三
州
縣
食
聴
不
經
泰
踊
北
橘
、
經
由
蝿

ロ
里

β
場
抵
州
縣
治
、
經
州
縣
随
禦
鈍
斑
。
私
、

こ
伽
は
准
南
食
聴
で
あ
る
が
、
准
北
の
も
の
に
つ
い
て
も
亦
同
表
に
曰
く
、

７

其
食
轆
惟
山
陽
一
縣
、
維
沸
所
稚
禦
即
發
縣
鉗
蜜
。

今
拭
み
に
地
剛
に
擦
り
食
聴
口
岸
を
綱
ぺ
て
兇
る
ご
何
れ
も
聴
場
か
ら
速
く
な
く
、
派
北
聴
で
は
徐
州
よ
り
東
南
、
派
南
・

噸
で
は
東
経
百
十
八
度
以
來
、
北
緯
三
十
度
以
北
で
聯
狗
伽
も
派
所
、
儀
所
か
ら
大
慨
二
百
粁
以
内
の
地
域
で
あ
る
。
帥

句

ち
へ
食
聴
法
は
臓
生
産
地
に
近
い
一
定
の
限
ら
れ
た
地
域
に
の
み
行
は
れ
た
僻
法
で
あ
る
。

綱
嘘
は
明
代
ざ
同
様
、
綱
珊
に
登
錐
せ
る
細
商
に
よ
っ
て
或
は
迩
河
、
愁
蛍
河
を
經
、
或
は
長
江
を
遡
っ
て
各
口
岸
へ
・

通
ば
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
年
中
無
制
限
に
起
迩
さ
れ
た
わ
け
で
ば
な
い
。
細
通
す
べ
き
引
騨
数
並
は
食
隙
ご
同
様
》
｜

に
、
岸
各
州
縣
の
戸
口
数
に
よ
っ
て
そ
の
一
年
間
の
定
獺
が
き
ま
る
わ
け
で
あ
る
．
前
述
の
や
ぅ
に
明
代
に
は
各
綱
に
聖
・

ざ
か
徳
ご
か
い
ふ
価
有
名
が
つ
け
ら
れ
て
ゐ
た
が
訪
満
代
で
は
そ
の
年
の
干
支
名
を
以
て
綱
名
ご
し
た
。
そ
の
二
、
三
の

浦
初
雨
准
盟
商
に
閥
す
る
一
考
祭
一
○
七

’

1

1

、



b 『

み
●

、

｜
満
初
雨
准
盟
商
に
脇
す
る
一
考
察
《
一
一
○
八
Ｊ
、

例
を
あ
げ
る
ざ
、
皇
朝
文
献
通
考
巻
仁
祉
推
考
・
噸
の
雍
正
三
年
の
條
に
‐

・
諜
議
、
除
壬
癸
一
緬
稜
存
脱
嘘
、
稚
醐
肌
溌
之
額
應
価
照
依
平
恢
迩
鋪
、
其
自
雍
正
二
年
海
潮
流
波
以
後
、
前
撫
不

繼
商
本
自
必
悟
輸
、
應
令
該
御
史
以
本
年
成
本
之
輕
亜
、
合
純
迩
逵
近
脚
偵
や
‐
酌
並
時
慨
移
會
暁
諭
商
踏
．
公
器
且
‐
↑

喪
随
時
鉗
岱
、
不
得
禁
定
噸
慨
以
商
脳
や
亦
不
得
高
擁
時
価
以
病
民
。
云
々

、
』

》
ご
あ
る
の
は
雍
至
一
年
に
海
潮
が
噸
場
を
沌
淡
せ
し
め
て
産
蝿
減
額
し
硫
砿
は
前
年
前
盈
年
よ
‐
り
騰
貴
し
て
ゐ
た
の
で
、

《
商
人
の
利
益
を
保
護
す
る
た
め
に
壬
（
壬
寅
・
康
煕
六
十
一
年
）
癸
（
癸
卯
・
雍
正
元
年
）
の
未
蓮
存
膜
の
蝿
を
雍
正
二
一

年
の
時
慨
を
酌
塗
し
て
他
上
駆
武
を
許
可
し
よ
う
ご
い
ふ
の
で
あ
る
。
叉
同
巻
塞
正
十
三
年
の
條
に
は
，

又
勅
諭
噸
准
聴
課
乙
卯
綱
正
額
分
年
帯
鉗
諺
（
中
略
）
今
年
淡
水
滋
發
魚
市
稀
少
。
叉
湖
南
因
經
理
銀
只
州
苗
彊
軍
務
価
↑

〃

未
暇
輔
迩
、
以
致
漢
口
聴
輕
未
錨
穣
至
七
八
百
繭
包
。
↑
是
乙
卯
綱
正
額
未
能
営
年
報
鉛
、
而
明
年
丙
辰
綱
又
臓
接
年

●

超
邇
、
南
年
並
商
力
維
銀
、
朕
心
深
爲
鰺
念
。
云
々
．
』

さ
あ
る
。
時
隠
以
州
鳴
阿
族
の
飢
が
あ
り
こ
の
年
の
五
月
に
は
平
定
さ
れ
た
け
れ
ざ
も
以
後
も
唾
及
叛
飢
し
た
。
こ
れ
が

Ａ

討
伐
軍
務
の
影
馨
で
湖
南
方
面
に
は
未
鉗
鰯
恥
が
七
八
百
出
包
も
鍵
僻
し
た
。
こ
れ
は
乙
卯
綱
（
雍
正
十
三
年
分
）
正
額
中

、
・
づ

の
未
鋤
聴
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
未
整
遜
の
ま
シ
に
し
て
翌
年
（
乾
隆
元
年
）
の
丙
辰
綱
を
超
蓮
し
た
の
で
は
商
力
維
銀

彩
來
す
ば
か
り
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
の
乙
卯
綱
未
鋪
囎
を
幾
つ
か
に
分
け
て
分
年
帯
鉗
せ
し
め
よ
う
ご
い
ふ
の
で
あ
る
。

尤
も
噸
准
地
方
は
先
課
後
聴
が
立
前
で
聴
課
は
豫
納
し
て
あ
る
か
ら
０
雍
正
士
二
年
分
は
峡
額
さ
は
な
ら
ぬ
課
で
あ
る
が
、

そ
れ
に
よ
っ
て
商
力
困
乏
す
れ
ば
や
が
て
聴
課
湘
納
Ｅ
な
っ
て
現
は
れ
る
こ
さ
は
い
ふ
迄
も
な
い
。
斯
様
に
綱
は
一
年
間

夕

争

、

Q

q

「



ノ
グ

ヤ

マ

ノ

、

吟
ジ
ヂ

グ

ー

＝

』

の
蓮
鉗
定
額
を
基
準
さ
し
て
組
織
さ
れ
た
。
″
〆

安
微
凶
○
八
九
二
四
引
（
食
・
細
）

一

河
南
，
七
七
七
三
八
引
（
綱
）

江
西
Ⅲ
○
九
一
四
六
引
（
細
）

一
』

湖
北
五
五
九
六
一
○
引
（
綱
）

ロ
、
ｆ

、
一

湖
南
一
三
○
一
三
六
引
（
綱
）
《

可

と
な
る
。
右
の
表
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
る
如
く
、
食
噸
揃
数
は
雨
派
綱
食
陥
茎
額
の
一
四
・
二
六
％
な
る
に
對
し
綱
礫
は

八
五
。
七
四
％
で
あ
る
か
ら
、
雨
派
附
携
さ
か
耐
准
聴
商
さ
か
云
ふ
の
は
主
さ
し
て
綱
蝿
・
綱
商
の
こ
さ
夢
考
‐
へ
て
大
過

浦
初
雨
潅
鯉
商
に
肌
す
る
一
考
察
一
○
九

次
に
耐
准
に
於
け
る
細
聴
き
食
嘘
ど
の
引
額
を
雨
推
聴
法
志
巻
八
に
よ
っ
て
比
較
す
る
ご
次
の
如
く
で
あ
る
。

尚
、
各
省
別
に
分
類
す
れ
ば
、

江
蘇
一
四
八
六
○
五
引
（
食
）

＝

､

一一

L,

（
旧
》

b

１
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'

､
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ｄ
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、
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〆
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〆

－
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〃

宙

、

b ，

／

浦
初
雨
推
盟
商
に
棚
す
る
一
考
察
／
二
○

な
い
識
で
あ
る
。

一
ｎ
に
噸
准
聴
商
ご
い
っ
て
も
そ
の
活
動
の
地
域
・
態
様
に
よ
っ
て
砿
糞
に
硫
別
し
て
呼
稲
さ
れ
る
。
明
代
に
は
聴
商

．
乱

を
し
て
逢
境
に
糠
粟
を
輸
納
せ
し
め
て
噸
を
典
へ
る
ご
い
ふ
所
謂
剛
叩
法
が
行
は
れ
て
ゐ
た
の
で
、
邊
商
・
内
商
・
水
商

（
ｕ
）

の
三
脈
が
あ
っ
た
。
｝
」
れ
に
つ
い
て
は
藤
井
學
士
が
趾
に
倫
究
せ
ら
れ
た
が
、
耐
准
噸
法
志
巻
三
に
見
え
る
金
鎭
の
嘘
法

◆

考
に
よ
れ
ば
、
邊
商
は
多
く
淌
逢
上
群
の
者
で
専
ら
米
・
豆
。
単
來
を
輸
納
し
て
中
噸
し
紬
糀
證
さ
し
て
倉
紗
を
黄
ひ
、

こ
れ
を
嘘
場
の
迩
司
に
提
出
し
て
隙
酬
の
交
付
を
う
け
、
こ
れ
を
内
商
に
礎
る
。
内
商
は
専
ら
逢
商
か
ら
騨
引
を
固
っ
て

二
一

噸
を
貝
ひ
、
こ
れ
を
水
商
に
斑
渡
す
。
水
商
は
内
商
に
代
っ
て
聡
を
江
湖
に
傍
壷
す
る
も
の
で
、
官
は
こ
れ
に
對
し
て
水

ア

脚
（
蓮
迭
我
）
を
補
助
す
る
。
淌
代
に
は
州
中
法
は
行
は
れ
な
か
っ
た
か
ら
逢
商
ご
い
ふ
も
の
は
存
在
し
な
か
っ
た
こ
↓
と

申
す
迄
も
な
い
が
、
内
商
叱
水
商
は
樅
來
通
り
の
名
で
呼
ば
れ
て
ゐ
た
。
即
ち
、
叩
准
聴
法
志
巻
八
に
、

順
流
十
七
年
五
月
巡
聡
御
史
李
衝
元
唾
一
碗
、
雨
沸
行
聴
陳
有
水
内
二
商
。
内
商
蓮
於
雅
揚
、
水
商
鉗
於
彼
地
行
賊
地

方
。
各
布
額
派
口
岸
、
某
省
細
額
若
干
、
某
府
州
縣
分
派
若
干
、
所
以
禁
私
疏
誕
妃
認
辿
商
。
｜
云
灸
』

さ
あ
り
、
同
じ
く
巻
池
順
満
干
七
年
七
月
李
儲
元
里
一
肺
葉
に

（
上
略
）
内
商
辨
課
水
商
行
蝋
、
辨
諏
着
荷
額
行
聴
者
無
定
。
云
皐

（
・
も

ご
あ
る
如
く
、
納
諜
買
蝿
し
て
派
安
・
揚
州
ま
で
池
順
す
る
の
が
内
商
で
あ
り
、
之
を
受
け
繼
い
で
各
府
州
縣
口
岸
へ
蓮
・

錨
す
る
の
が
水
商
で
あ
る
。
清
史
稿
巻
一
一
一
二
食
貨
志
叫
に
は
『
凡
商
査
一
、
日
場
商
主
收
晒
睡
、
日
蓮
商
主
行
蝿
』
ご
あ
る

か
ら
、
内
商
・
水
商
は
一
に
場
商
．
、
通
商
ど
も
呼
ば
れ
て
ゐ
た
こ
さ
．
が
知
ら
れ
る
。
而
し
て
こ
の
内
・
水
一
雨
の
中
何
れ

。
●

“
〆
、

＝

』
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◇
一
等

。
‐
｝
浦
初
雨
惟
蝿
商
に
關
す
る
一
考
察
●
一
ご
一

煕
乾
隆
間
革
之
而
未
能
去
。
云
々

亡
あ
る
や
う
に
総
商
さ
い
は
れ
る
も
の
が
全
綱
商
の
指
抑
統
制
の
任
に
糟
り
、
之
の
指
揮
下
に
あ
る
他
の
衆
商
が
散
商
さ
．
、

い
は
れ
た
。
こ
の
總
商
制
度
は
聡
商
以
外
の
商
人
囲
鴨
に
も
雌
及
迩
川
さ
れ
て
ゐ
る
清
代
猫
特
の
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
・

■

今

っ
た
。
即
ち
清
史
稲
錘
牛
二
食
伐
志
五
茶
法
に
「
其
業
此
者
有
細
商
有
散
商
」
ご
あ
る
の
に
よ
っ
て
知
ら
煎
る
．
又
外
國
ゞ

一
ウ
わ
ご
豆

一
《
貿
易
の
方
面
を
み
る
に
、
王
之
泰
の
悶
朝
柔
逵
記
巻
Ⅲ
雍
正
六
年
冬
十
一
月
の
條
に
、
‘

彦
（
上
略
）
湘
将
李
衛
奏
糯
、
各
洋
商
賀
易
不
通
鰹
行
禁
絶
、
且
從
前
止
領
夷
人
倭
照
我
天
朝
、
並
未
定
有
到
紗
作
何

一
一
櫛
束
糯
査
之
法
。
今
擬
會
同
江
南
将
撫
諸
臣
、
於
各
商
中
採
身
家
最
股
愛
者
数
人
立
爲
商
總
、
凡
内
地
往
販
之
船
寅

令
伊
等
保
結
、
方
許
給
以
關
牌
縣
照
、
遇
貨
駿
放
心
各
船
人
億
部
特
商
總
不
時
糯
査
、
如
有
來
辮
逹
禁
俊
物
及
到
ノ

彼
通
同
作
姦
者
、
令
商
総
首
報
於
川
入
口
岸
、
脆
所
符
祭
。
価
商
総
拘
隠
一
綴
連
坐
、
庶
幾
事
有
支
成
、
，
可
杜
前
ゥ

弊
。
云
々
、
；

ど
あ
る
。
職
時
我
日
本
は
徳
川
幕
府
の
所
謂
鎮
國
政
策
に
ょ
ゞ
っ
て
外
図
貿
易
が
極
端
に
制
限
さ
れ
て
ゐ
た
の
で
、
“
支
那
の

、
一
口

｜
・
無
縦
の
商
民
で
日
本
人
Ｅ
勾
絲
し
蒋
武
易
に
從
事
す
る
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
右
の
秦
に
見
ら
れ
る
や
う
に
李
術
の
發

嵐
桓

意
に
よ
っ
て
貿
易
商
人
間
に
商
總
制
（
商
細
Ⅱ
總
商
）
を
創
設
し
、
各
船
の
人
復
は
商
總
を
し
て
不
時
に
糯
査
せ
し
め
、

『
巾

も
し
商
組
に
し
て
犯
禁
者
を
首
報
せ
ず
し
て
狗
應
す
る
こ
さ
あ
れ
ば
一
・
篭
に
連
坐
治
罪
す
る
こ
さ
シ
な
っ
た
の
で
あ
る
。

〔
旧
）

I

一

、

（
鱒
）
一

及
び
外
國
人
の
械
闘
監
儲
に
つ
い
て
女
任
を
負
っ
た
。
こ
の
總
商
制
度
を
更
に

吠
束
に
於
い
て
は
康
煕
五
九
年
に
公
行
が
組
織
さ
れ
‐
行
商
中
の
財
力
信
用
共
に
確
資
な

一
段
ご
弧
化
し
た
も
の
‐

一

る
者
数
人
が
選
ば
れ

’が
保
商

0

て
外
國
船

の
①
。
ｐ
ご
弁
理

。

戸

～
ド

夕

1
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ー

喝

一
心

『
仁

治
初
雨
潅
盟
商
壹
卜
開
す
る
一
考
察
・
一
一
四

十
三
行
商
の
場
合
の
保
商
對
行
商
若
し
い
は
外
商
ど
の
關
係
に
よ
っ
て
類
推
の
手
が
か
り
を
得
ら
れ
る
。
雨
淋
聴
法
志

巻
仁
を
み
る
Ｅ
、

■
『

■
』

雍
正
二
年
十
一
月
辰
部
左
侍
郎
李
周
単
等
奏
含
議
得
條
突
内
（
中
略
）
査
剛
沸
愁
制
干
商
人
之
中
搾
其
家
迩
般
狂
者
、

鮎
爲
三
十
總
商
、
毎
年
ｆ
附
微
之
前
、
將
一
・
年
鵬
徴
銭
総
数
間
核
明
。
凡
行
聡
散
商
分
隷
三
十
總
商
名
下
、
令
三
十

．
總
商
承
楴
催
追
、
名
脚
渡
總
。
芳
燗
三
十
細
商
飛
行
革
去
、
．
川
約
束
無
人
、
倫
有
乏
商
官
亦
不
能
遊
比
、
或
有
逃
商

官
亦
無
由
査
筆
。
云
だ
。

ご
あ
り
、
伽
沸
で
は
聡
商
の
中
家
道
股
蛮
な
る
も
の
三
十
人
を
搾
ん
で
總
商
ざ
し
て
そ
の
名
義
下
に
他
の
散
商
を
分
隷
せ

し
め
、
毎
年
蝿
課
徴
收
州
始
の
前
に
一
年
間
に
徴
收
す
べ
き
礎
税
の
数
甘
を
調
査
し
、
壷
任
を
も
っ
て
納
税
を
将
俳
さ
せ

る
の
が
藤
制
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
れ
桴
蛎
州
商
制
没
澄
の
主
眼
は
保
商
Ｅ
同
じ
く
武
任
を
も
っ
て
官
の
徴
税
事
務
の
一
部

・
を
代
行
せ
し
め
る
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
同
じ
く
李
周
笠
ら
の
秦
文
中
に
、

一
一

雨
派
械
蹴
椛
歸
商
組
、
商
細
雌
多
有
主
名
杵
事
之
ん
、
悉
宜
除
去
。
査
叩
湫
歴
年
子
三
十
総
商
之
内
臓
院
採
共
辨
事

明
白
者
或
一
三
人
四
五
人
、
鮎
鰯
犬
總
。
一
雁
匝
我
雑
愛
川
共
榔
派
、
価
雑
事
務
亦
蹄
料
理
。
仙
爲
大
細
若
併
端
多

派
、
魚
肉
衆
商
勢
所
必
然
や
應
如
所
奏
伽
後
不
可
鯏
大
總
主
名
杵
事
、
以
除
加
派
使
欺
之
弊
。
云
為

ご
あ
る
様
に
、
三
十
測
商
の
中
で
も
塒
に
辨
事
明
内
な
る
人
物
数
名
が
禅
ば
れ
て
大
總
さ
な
り
、
總
商
、
散
商
を
統
率
す

（
亜
）

｜
ろ
地
位
に
立
っ
た
が
、
こ
の
大
細
た
る
や
匝
喪
・
雑
焚
等
の
一
切
は
隷
下
の
総
商
に
割
り
糊
て
て
微
收
せ
し
め
、
腫
雑
な

事
務
も
亦
こ
れ
に
虚
皿
さ
せ
、
些
細
な
事
に
蒲
同
し
て
衆
商
を
勒
索
誹
求
す
る
ご
い
ふ
蜜
肱
で
あ
っ
た
の
で
永
練
は
し
な

《
声

〆

１

９
１
１

一
Ｊ

』凸■
■
且

ノ

一

一



言

が-

〆
〃

｡

子

月
し

Q

１
１
１
１

ノ

少

か
つ
た
。
こ
』
に
注
意
す
べ
き
は
大
總
は
聴
院
即
ち
巡
躍
御
史
か
ら
直
接
選
任
さ
れ
た
も
の
で
、
弧
大
な
宜
惟
を
北
批
罪
に
Ｌ

〃
（
鰯
）

持
っ
た
半
官
年
商
的
存
在
で
あ
．
つ
た
こ
を
で
、
・
こ
の
蛾
で
は
彼
の
籏
束
貿
易
に
於
け
る
保
商
さ
軌
を
一
に
す
る
も
の
が
あ

４

つ
に
の
で
あ
る
。

、

一
術
史
稲
巻
一
一
二
食
侭
志
四
を
み
る
に
、

／

乾
隆
季
錘
以
逐
年
誤
認
参
革
若
衆
、
於
匙
衆
商
公
議
、
完
課
外
毎
引
拍
銀
二
銭
以
怖
彌
袖
、
名
爲
拳
課
。
造
迩
光
末
、

争
〆

課
額
愈
莫
矯
懸
愈
多
。
於
剛
起
又
添
縣
嘉
課
、
毎
引
交
銀
四
分
而
仙
不
延
。
至
処
騨
描
将
直
磁
一
両
、
″
認
商
跳
交
寄
雌

銀
千
除
雨
、
宜
蹴
係
商
以
三
年
定
限
、
凡
欠
在
限
内
、
・
於
本
商
追
遡
一
成
、
典
一
成
綱
總
即
耐
結
之
散
商
分
賠
、
過

限
即
無
渉
以
苑
脚
塞
避
。
從
之
。
↑
、

ご
あ
り
、
長
蔽
に
於
い
て
は
、
乾
隆
の
未
臥
所
篇
に
し
て
聯
課
未
納
の
篤
め
職
業
さ
せ
ら
れ
る
も
の
が
多
か
っ
た
の
で
、
、

衆
商
公
議
の
結
果
規
定
の
蝿
諜
ぞ
完
納
し
た
外
史
に
毎
引
二
銭
づ
つ
搬
出
し
て
猟
袖
に
術
へ
る
こ
道
に
し
、
こ
れ
を
参
課

。
畔

直
稲
し
た
。
迩
光
末
に
至
っ
て
吏
恒
識
課
琴
革
君
が
多
く
な
り
從
っ
て
課
額
も
な
り
毎
引
四
分
で
も
足
り
な
く
な
っ
た
の

〃

で
、
直
隷
總
将
毎
回
國
稚
の
意
兄
に
從
っ
て
、
薪
に
隙
商
を
認
許
す
る
場
合
に
は
宮
か
ら
庶
平
銀
千
儀
叩
を
川
し
て
、
こ
恥
・

（
》
“
）
－
１

を
新
加
入
高
の
身
元
を
保
誘
せ
る
侃
商
に
典
へ
て
誰
怖
金
ざ
し
て
未
納
に
術
へ
、
三
年
間
に
返
さ
せ
る
。
も
し
期
限
内
に

完
濟
し
得
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
一
罰
は
新
た
に
認
許
し
た
本
商
に
愛
撫
さ
せ
、
・
一
割
は
細
細
（
即
ち
總
商
）
さ
、

連
帯
保
誰
せ
る
散
商
這
で
分
割
彼
遼
す
る
。
鑓
り
の
七
制
は
該
保
商
の
負
推
す
べ
き
こ
さ
勿
論
で
あ
る
。
こ
”
は
清
初
の

叩
雅
蝿
商
に
開
す
る
記
事
で
は
一
心
い
が
、
・
こ
シ
に
引
用
さ
れ
た
獅
國
藩
璽
一
両
葉
は
總
商
制
度
の
性
格
を
よ
く
物
語
っ
て
ゐ

》
一
一
遮

浦
初
雨
惟
蝿
商
に
関
す
る
一
考
鑑

リ
ー
‐
Ⅲ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅲ

廷



今
、
ＩP

●,
〃

F

括
初
咽
推
哩
商
に
淵
す
る
一
考
難
、
一
一
六

る
・
・
即
ち
．
、
總
商
が
未
納
者
の
和
税
に
封
し
て
武
任
を
Ｅ
は
れ
各
散
商
も
亦
之
に
開
し
て
通
帯
し
て
黄
任
を
猟
ふ
ぜ
い
ふ

』
や

軸
は
注
目
せ
ら
る
べ
き
で
、
庇
東
の
公
行
に
於
け
る
芯
同
様
浦
朝
政
府
の
一
興
し
た
商
人
統
制
策
が
鏡
は
れ
る
。
こ
れ
は

年

明
ら
か
に
商
人
圏
の
利
益
を
擁
謎
す
る
た
め
に
生
れ
た
自
流
的
な
ギ
ル
ド
制
ざ
は
似
て
非
な
る
も
の
で
あ
っ
て
、
政
府
が

一
ｔ

如
何
に
し
て
商
人
側
を
利
州
す
る
か
を
い
ふ
槻
鮎
か
ら
創
り
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
蝉
商
間
に
は
官
選
の
統
御

機
開
た
る
總
商
の
外
に
、
自
主
的
な
ギ
ル
下
組
織
必
な
か
っ
た
の
で
あ
ら
う
か
。
剛
派
脆
法
志
巻
垂
を
み
る
、

夕

乾
隆
二
十
九
年
正
月
噸
政
商
恨
ま
《
両
、
沸
商
向
於
淡
同
設
立
公
所
・
公
畢
二
一
人
導
司
支
解
各
官
養
脹
及
各
唖
生
息
、
．

・
並
應
酬
抽
郷
遊
容
等
事
．
名
鰐
匝
商
。
共
除
興
爽
事
立
並
不
播
理
。
惟
査
養
服
生
息
久
經
奏
報
有
案
、
自
應
蹄
於
官

辨
、
而
進
橘
向
血
峯
脚
於
僻
耐
噛
内
、
弧
父
匝
商
收
支
以
致
遜
延
催
欠
、
匝
商
往
往
重
利
借
塾
、
貼
染
商
本
、
至
狼

夕

聴
務
唯
酬
汎
濫
日
雀
。
↓
。

、
・
要
鮎
を
捕
記
す
れ
ば
左
の
諸
嘆
に
蹄
す
る
、

、
（
刀
）

、
、
㈱
沸
商
が
浅
口
に
公
所
を
設
立
し
て
ゐ
た
。

、

二
一

回
一
二
人
の
匝
商
を
経
難
し
て
對
官
菱
沙
や
組
合
事
務
を
代
行
せ
し
め
た
。
一

例
匝
商
は
愛
Ⅸ
事
務
に
は
無
開
係
で
あ
っ
た
。
・

伺
肛
商
の
職
務
遂
行
上
必
要
慮
諸
麩
川
は
聴
商
の
爽
土
金
の
中
か
ら
差
引
い
て
渡
さ
れ
た
が
、
こ
伽
が
凹
湘
に
行
ば
れ
Ｉ

Ｄ
“
ロ
・

な
か
っ
た
の
で
匝
商
は
往
煮
に
し
て
砿
利
の
金
を
借
り
て
立
蒋
へ
、
結
局
累
を
聴
商
に
及
ぼ
し
た
。

更
に
鳳
生
霧
圭
乾
隆
五
年
名
月
大
錘
韮
等
合
同
戸
部
識
薬
楚
省
崎
横
一
招
に
は

１

、
ノ

〆

一
、

／

、

ク

I

、
●



『

１
タ
一
，
グ
、

、
（
上
略
）
行
蝿
、
岸
供
係
彩
商
在
応
経
理
、
各
有
匝
斐
銀
噸
。
楚
揖
自
雍
正
十
年
清
査
之
後
、
額
定
土
一
寓
雨
。
凡

ｊ

商
人
行
刑
以
及
各
衙
門
養
縢
規
喪
似
在
共
内
。
（
中
略
）
査
准
商
行
嚥
口
岸
談
有
公
匝
、
一
切
愛
用
過
於
浮
多
。
云
々

一

ど
あ
る
。
こ
勇
に
匝
愛
ご
い
は
れ
る
雍
正
十
年
以
来
征
年
士
一
鰯
砺
の
多
額
の
金
は
、
組
合
愛
蓋
し
く
は
基
金
直
し
て
各

商
か
ら
微
收
さ
れ
た
も
の
で
、
商
人
の
行
州
に
使
は
れ
る
外
、
・
各
衙
門
官
吏
の
養
廉
磯
ざ
し
て
拍
納
に
使
は
れ
た
も
の
で

。
〈
鋼
〕

あ
る
。
叉
同
錐
椰
巻
迄
に
ば
、

乾
隆
二
十
九
年
正
月
臓
笈
高
恒
些
門
巡
撫
輔
徳
脅
泰
西
犠
亦
有
公
匝
、
典
独
用
減
於
漢
口
。
（
中
略
）
其
匝
商
所
司
不

、
過
代
描
商
、
料
理
應
酬
等
事
、
蛮
属
嘩
愛
。
云
冷

口
■
画
面
ｂ

Ｑ
、

《
ｃ
あ
っ
て
、
些
四
横
に
も
皿
商
が
笹
か
れ
て
ゐ
た
こ
ざ
が
知
ら
伽
る
。
聴
商
か
ら
匹
商
に
渡
す
べ
き
匝
爽
は
楚
省
（
湖
南
／

・
湖
北
〕
が
十
三
鋤
雨
、
江
西
街
が
勇
勘
除
湘
、
安
微
省
が
二
両
雨
、
（
何
伽
も
年
額
）
ご
い
ふ
相
営
な
多
額
に
上
っ
た
。

以
上
に
よ
っ
て
蝿
商
が
、

、

一

㈹
組
合
事
務
所
た
る
公
所
を
も
つ
て
ゐ
に
こ
さ
・

や
り

㈲
細
合
事
務
代
行
老
さ
し
て
匝
商
が
公
畢
さ
れ
た
こ
Ｅ
・
§

の
組
合
搬
浩
し
く
は
基
金
さ
し
て
匝
斐
が
微
收
さ
れ
た
こ
さ
。

が
明
ら
か
Ｅ
な
っ
た
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
聴
商
が
自
演
的
ギ
ル
ド
組
織
を
持
っ
て
ゐ
た
こ
底
を
示
す
も
の
に
他
な
ら
な

い
ｏ
こ
の
ギ
ル
ド
が
公
匝
ご
い
ば
れ
る
。
剛
派
腫
法
志
巻
匿
に
は
描
州
に
准
北
商
人
含
鯆
・
派
南
商
人
禽
館
の
あ
っ
た
こ

（
鋤
）

と
が
記
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
然
し
何
這
い
っ
て
も
楚
櫛
口
岸
妓
飛
要
の
門
戸
た
る
漢
同
は
、
雨
雅
聴
商
ギ
ル
ド
の
中
心
地
で

、

描
初
雨
推
蝿
商
に
叩
す
る
一
考
雄
一
一
七

1

1

1

I

t

、

Fー

’
〆



－
１

一

凸

消
初
雨
惟
盤
商
に
棚
す
る
一
考
察
．
一
一
八

め
っ
た
。
こ
の
こ
さ
は
、
同
誕
脚
巻
雫
乾
隆
一
士
ハ
年
四
月
、
犬
學
士
公
悔
恒
等
條
奏
の
中
に
「
各
庭
設
立
匝
商
洩
口
嬬

岐
」
さ
言
は
れ
て
ゐ
る
の
雁
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
こ
上
に
於
い
て
聴
商
の
間
に
は
大
細
ｌ
細
商
ｌ
散
商
Ｅ
い
ふ
一
聯
の
官

．
（
抑
）

識
的
組
織
ご
鯵
匝
商
Ｉ
衆
商
ご
い
ふ
自
流
的
ギ
ル
ド
組
織
ど
の
二
つ
の
シ
ろ
プ
ム
が
同
時
に
存
在
し
た
識
で
あ
る
。
国
家

の
希
脚
す
る
商
税
徴
收
Ｅ
、
商
人
の
蕊
求
す
る
商
樅
擁
謹
さ
は
湘
立
し
が
た
い
。
即
ち
一
に
し
て
政
府
ご
商
人
ご
の
双
方

、

を
沌
雄
せ
し
め
る
商
人
組
織
は
生
れ
る
こ
さ
が
川
来
な
か
っ
た
。
、
こ
鷺
に
噸
准
聴
商
が
官
設
の
總
商
組
織
を
一
方
に
持
ち

、

っ
瓦
も
『
而
も
尚
清
朝
政
治
力
の
岐
盛
期
に
於
い
て
之
芭
對
沈
す
べ
き
自
主
的
ギ
ル
ド
を
組
織
し
得
た
ど
い
ふ
こ
ど
は
、

一
方
官
設
組
織
の
無
能
を
示
す
ざ
共
に
他
方
彼
ら
が
他
日
山
卿
の
金
融
業
者
さ
共
に
支
那
財
閥
の
一
方
の
雄
ざ
し
て
新
を

成
す
に
足
・
る
十
分
な
る
漕
勢
力
を
持
つ
て
ゐ
た
こ
ご
を
物
語
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

堅

皿
商
は
聴
南
自
身
の
便
宜
か
ら
設
澄
さ
奴
た
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、
決
し
て
鞭
商
の
願
使
に
汁
ん
ず
ろ
如
さ
も
の
で
は

ゴ

な
か
っ
た
。
前
出
、
犬
學
士
公
傅
恒
等
の
條
奏
に

（
上
略
）
匝
商
往
往
指
稲
公
用
、
任
意
州
鉗
通
細
、
人
衆
不
能
猫
向
匝
商
．
清
算
稚
査
全
在
聴
政
迩
司
資
力
察
核
、

ご
｝

庶
尭
催
仙
多
派
之
累
。
云
為

さ
あ
る
や
う
に
、
匝
商
は
往
為
に
し
て
公
別
ご
稲
し
て
任
意
に
附
鉗
迩
細
し
、
之
に
對
し
て
衆
商
は
如
何
ざ
も
す
る
こ
ど

が
川
来
ず
、
晒
鼓
・
蓮
司
の
力
を
借
ろ
に
非
ず
ん
ば
こ
れ
が
僅
趣
多
派
の
弊
を
免
れ
る
こ
Ｅ
が
出
来
な
か
っ
た
。
總
商
は

公
匝
ご
稻
し
て
腫
商
か
ら
毎
引
一
・
二
銭
を
微
收
し
た
が
こ
れ
が
細
額
で
は
蔵
計
数
閏
金
に
及
ん
だ
ど
い
ふ
。
こ
れ
は
總

商
制
度
が
徴
税
に
鮒
す
る
寅
任
係
證
制
で
あ
っ
た
黙
に
蕊
み
て
、
擁
商
に
未
納
や
破
産
の
あ
っ
た
場
合
に
彌
袖
す
べ
き
基

b

Ⅲ
６
１
ｍ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ型

一

ｌ
ｂ

、
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ｆ
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一
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一

一
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一

の



〆
－ 〆

〆

金
さ
し
て
生
れ
た
で
あ
ら
う
こ
さ
ぱ
想
像
に
難
く
な
い
が
、
事
蛮
に
於
い
て
は
大
總
・
総
商
ら
の
徴
税
事
務
執
石
手
数
料

こ
し
て
彼
ら
の
私
收
入
に
な
っ
た
も
の
ど
思
は
畑
ろ
。
磁
束
に
於
い
て
も
行
商
が
外
國
商
人
か
ら
行
用
撫
溶
微
收
し
、
一

、
ダ
に
は
行
商
が
破
産
し
て
価
務
を
辨
濟
し
得
な
い
場
合
に
そ
れ
を
以
て
支
辨
す
る
た
め
の
基
金
ざ
し
、
又
一
に
は
必
要
な
場

合
の
使
途
に
糟
て
ら
れ
た
。
聴
商
に
於
け
る
公
匝
ご
行
商
に
於
け
る
行
用
銀
さ
雀
だ
眺
似
し
た
形
を
這
っ
て
ゐ
る
こ
ざ
は

興
味
が
深
い
。

細
商
の
私
派
に
つ
い
て
は
、
雨
沸
囎
法
志
審
窄
に
、

雍
正
二
年
十
一
月
戸
部
左
侍
郎
李
周
望
等
奏
會
議
得
條
突
内
、
（
中
略
）
又
稲
、
凡
審
事
出
京
關
渉
噸
厳
者
、
商
細
借

一
■

名
私
派
、
名
卿
公
炎
、
指
稲
迭
某
官
若
干
、
迭
某
要
蹄
蒋
千
句
彼
此
佼
欺
附
鋤
公
帳
。
云
為

ご
あ
る
や
う
に
、
・
彼
ら
ば
蹄
簡
を
欺
鵬
し
て
噛
蔽
に
開
係
の
深
い
在
京
要
路
の
大
官
ぞ
調
査
し
、
そ
れ
ら
の
人
舞
に
蛾
ろ

、
も
の
ご
稲
し
て
聴
商
か
ら
金
銭
を
捲
き
上
げ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
．
、

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
總
商
及
び
匝
商
の
取
上
げ
る
匝
災
に
ば
藩
干
の
問
題
が
あ
っ
た
。
同
巻
雍
正
十
年
三
月
、
犬
學
士
都

．
鯛
泰
等
の
議
突
に
よ
れ
ば
も
剛
沈
口
岸
の
匝
投
は
累
瑠
六
十
斑
の
多
き
に
雄
し
て
ゐ
る
が
、
そ
の
中
・
『
額
綿
肌
我
」
（
吸
小

限
必
糊
並
）
の
外
は
毎
年
十
閏
胴
を
超
え
ぬ
や
う
に
し
、
六
湖
祁
を
下
江
（
江
鮮
禰
）
に
留
め
、
礎
り
四
闘
耐
を
上
江
（
長

、
江
上
流
部
も
楚
岸
）
に
留
め
て
仏
に
隙
要
の
地
の
城
里
轡
蕊
の
修
理
炎
や
地
方
有
益
公
事
の
我
ふ
又
窮
背
の
下
級
行
吏
の

■
一

生
緋
、
・
補
助
ｗ
〈
に
し
よ
う
ご
い
ふ
の
が
湘
将
李
術
、
需
江
将
（
祁
江
總
将
代
理
）
尹
繼
善
ら
の
意
見
で
あ
る
が
、
こ
影
に

／

、
》
い
ふ
額
諦
匝
尖
は
官
吏
の
養
脈
災
さ
し
て
進
献
す
る
も
の
が
大
部
分
で
あ
っ
た
こ
さ
は
前
に
一
言
し
た
通
り
で
‘
こ
の
限

、
、
。
〆

消
初
雨
推
盟
商
に
脱
す
る
一
考
察
二
九

国
』
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１
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，

“
蝿
罫
画
S""燭
詳
窪
壼
爵
$Q龍
や
e，
．
．
蠅
旦
舗
与
淫
鐵
*gEsM-淵
豐
璃
懸
螺
旋
や
廻
‘
刈
ｮ通

匿熱黙菖や‘･革'
‘
‘
｣/鞭
測
星
停
愚
縛
皇
蝉
車
制
s余
割
靖
や
忌
遥
劉
旦
蝋
鐸
縛
唖
紅
隠
愚
『
・
急
罐
握
s

，

〆
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〃

、
〃
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鐸

1サ
、

〆

Ｆ

、

日

色

」

可

一

一
屯

負
捲
は
大
き
か
っ
た
こ
き
が
知
ら
れ
る
。

ｈ
一

、
嘘
商
の
出
す
べ
き
銀
胴
中
主
要
芯
も
の
墜
両
ふ
迄
も
な
く
正
課
で
あ
る
。
こ
れ
を
鯉
蔽
を
含
ま
な
い
國
計
喉
つ
い
て
み
。

、

ろ
に
、
Ｊ
｝

眼
滞
初
五
六
万

満
喫
稲
一
二
三
・
食
侭
志
四
・
噸
法
息

康
煕
副
二
七
六
。
：
同
一
二
五
．
同
｛
六
・
會
計
今

牛

．
乾
隆
鵬
七
○
一
・
五
同
一
二
三
．
同
四
・
噸
法
零
＃

乾
降
訓
五
七
四
同
一
二
五
．
同
六
・
會
計

・
嘉
膜
５
六
○
八
同
一
二
三
。
同
四
・
礎
法
．
、

逆
光
”
七
五
○
同
同
同
同

成
艶
４
六
○
○
鯨
皇
朝
經
仙
文
細
練
築
巻
四
九
鵬
乗
車
の
棚

。
光
緒
灯
七
四
二
。
七
六
○
五
満
史
稲
一
二
五
。
食
俊
志
六
・
含
討

ご
な
り
戒
へ
黍
願
の
中
沌
丁
に
次
ぐ
笙
一
の
收
入
漣
ど
な
っ
て
居
り
、
そ
の
比
率
は
前
表
中
そ
の
塊
川
し
縄
る
も
の
だ
け
。
．

に
つ
い
て
み
て
も
犬
唯
八
％
乃
至
士
一
％
（
姿
料
が
少
く
て
誠
に
貧
弱
な
統
計
で
あ
る
が
大
慨
の
伽
向
を
知
る
目
安
に
は

（
鰯
）

な
ら
う
）
平
均
一
割
前
後
で
あ
る
。
乾
隆
二
士
一
年
江
蘇
巡
撫
彰
喪
等
の
會
突
に
よ
れ
ば
、
・
・
こ
の
外
引
課
以
外
の
雑
款
が

百
八
十
両
六
千
餘
噸
あ
り
、
こ
れ
を
乾
陸
二
十
一
年
の
引
課
五
百
七
十
四
斑
に
比
べ
る
こ
二
○
・
六
《
ハ
％
に
途
す
る
。

引
課
．
雑
款
の
外
に
噸
簡
の
負
描
す
べ
き
公
的
の
も
の
に
帯
思
ご
州
輪
Ｅ
が
あ
っ
た
。
・
絡
息
さ
ば
政
府
が
利
殖
の
た
め

箭
初
雨
推
蝿
商
に
開
す
る
一
考
窪
一
二
一

I

1

－



房

夕
一

】

－
聖

里

こ
れ
ら
の
供
獲
得
本
の
利
奔
は
月
一
分
・
一
分
二
蕊
。
一
分
五
蔽
等
で
可
成
，
り
の
高
率
で
あ
る
。
こ
の
格
利
は
浩
史
稲

巻
一
一
二
食
安
志
四
に
「
年
或
百
数
十
斑
、
数
十
勘
、
十
数
幽
不
等
、
商
力
凶
之
疲
乏
、
剛
沸
河
東
猶
甚
。
』
さ
い
は
れ
、
又
や

乾
隆
五
十
三
年
、
煎
商
皿
稜
欠
六
十
九
斑
八
千
除
舸
の
多
き
に
及
ん
だ
の
で
、
雨
江
糾
将
孫
土
毅
に
よ
っ
て
渡
怒
停
止
の

請
願
が
な
さ
恥
て
ゐ
る
こ
ご
が
記
さ
鯉
て
ゐ
る
の
も
雨
准
応
箭
の
そ
れ
を
推
測
す
る
参
考
に
な
ら
う
。
》

（
堀
）
１

次
に
拍
輪
は
軍
需
・
河
工
・
賑
災
・
怖
公
等
國
家
の
臨
時
支
出
の
あ
る
場
合
に
商
人
を
し
て
銀
を
寄
附
せ
し
め
る
も
の
↓

で
、
浦
史
稲
巷
壼
一
食
蛍
志
四
に
は

各
商
報
効
之
例
確
於
碓
正
年
。
（
中
略
）
及
嘉
慶
初
川
楚
之
凱
、
派
漸
瞳
東
各
商
所
指
自
数
十
萬
百
鰯
以
至
八
百
斑
、

辿
計
不
下
二
手
閏
。
共
凶
弛
事
拍
輪
、
迄
光
緒
宣
統
間
不
可
勝
翠
。
云
冷

一
も
つ

ご
あ
る
。
こ
Ｅ
に
い
ふ
嘉
慶
初
三
千
説
の
相
輪
額
は
剛
推
心
雨
漸
・
長
麓
・
山
東
等
各
虚
の
蝿
商
の
通
計
で
あ
る
が
闇
そ

初
中
で
も
剛
泄
聴
商
の
そ
れ
が
最
も
多
額
を
占
め
て
ゐ
た
で
あ
ら
う
こ
こ
は
想
像
に
難
く
な
い
。
今
湘
推
騨
法
志
巻
型
梢

口
毎
〉

満
初
雨
潅
蝿
商
に
閥
す
る
一
考
察
言
一
二

勺

の
弧
制
的
に
商
人
に
貸
つ
け
る
銀
剛
の
利
恩
で
あ
る
。
今
雨
沸
順
法
志
巻
吟
に
よ
っ
て
、
雨
派
臨
哩
商
の
活
動
の
全
盛
期
仁
、

る
乾
賑
嘉
慶
時
代
の
借
帯
を
表
示
す
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

モ

ロ
、．
銀
６
｜
郷
一
、

帯
一
．
卵
・

鍍
・
ａ
Ｑ
ｑ
Ｌ
Ｏ
〃
Ｑ
Ｏ
４
Ｌ
ａ
Ｑ
ａ
５
０
４
ａ

２
７

・
冊
６
３
１
〃
１
３
１
３
４
２

年代
、

乾隆9

〃 13

〃 27

〃 29

〃 30

〃 31

〃' 35

６
１
．
６
９
０
４
８
６
８
９

３
４
４
．
４
５
５
５
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″
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ｒ

■

グ

一

、

一
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一

罰
》

楡
に
よ
り
乾
隆
嘉
慶
雨
朝
の
沌
准
脆
商
の
描
輸
額
を
表
示
す
る
。
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Ｃ
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、
○
つ
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Ｃ
Ｏ
○
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一
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一
、
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、
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ロ
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画
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助
工
報
效
／
・
一
備
公
報
效
－

１
１
１
‘
ｌ
ｌ
ｌ
ｊ
Ｉ
Ｉ
１
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
↑
１
０
１
１
Ⅱ
１
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｈ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
１
０
９
Ｉ
Ｌ
Ｉ
０
ｌ
１
ｌ
Ｉ

’ 一
壱
、
六
つ

ウ

”|奎一‐｜ ｜l l l l｣ 1 _LII’ 1
1 ‐

一
、
○
Ｃ
Ｏ
、
。
。
。

一
、
。
。
。
、
ロ
ロ
つ

一

、

つ一
00
つ くつ
、 、

●.｡
｡つ

エ
ー
。
、
○
○
ロ
ー

ニ
ロ
ロ
、
ロ
ロ
。
一

一
六
Ｃ
、
つ
ロ
ロ
一

↓
一
一
コ
、
ロ
ロ
○
一

T I I I_EL’ 1
11 Iロ ‐

一
、
ｇ
ｏ
、
Ｏ
Ｓ
一
準
部
平
定
・

〃
一
、
ｇ
ｏ
、
。
ｇ
一
難
耐
泌
佃
激
胤

－
，
毛
、
き
つ
－
Ｍ
部
平
定

｜
’

弦向
n･色、
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｜
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垂
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○
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Ⅱ
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○
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●
〆

0 1

Ｆ

／
ヘ
右
の
如
き
蕊
大
な
描
輪
の
弧
制
豊
”
逃
せ
る
借
發
帯
銀
の
瀕
發
ご
共
に
砺
沈
騨
商
を
疲
弊
さ
せ
る
結
果
ご
な
り
、
や
が
て
・

（
稲
》

（
咽
一

通
光
年
糊
に
於
け
る
応
碓
法
改
革
の
一
動
機
を
な
す
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
曹
一
士
は
い
ふ
、

祠
來
稚
弊
毎
有
衆
商
公
稲
之
畢
、
共
蛮
艀
非
川
之
商
人
本
心
。
，
総
矯
大
吏
若
毎
遇
一
事
、
必
侭
商
綱
授
憲
、
途
爾
勒
・

派
衆
商
、
勉
弧
從
事
．
究
之
川
描
在
此
而
所
欠
在
彼
、
於
図
家
蛮
無
碑
益
．
錘
有
姦
商
併
雄
向
挫
蝿
恢
、
以
致
間
間
、

並
受
共
果
。
所
在
官
司
以
独
〈
方
行
職
描
や
叡
逢
任
彼
所
爲
、
縦
之
不
問
。
延
公
相
之
皐
、
商
人
顯
居
其
名
、
而
百
姓
隠

、
被
其
筈
、
尤
不
可
不
永
行
禁
止
若
也
。

、

官
吏
は
意
を
商
人
に
徳
へ
て
之
を
勒
派
し
、
姦
商
は
そ
れ
を
岡
蛮
に
聴
似
を
一
価
く
し
て
累
を
間
間
の
百
姓
に
及
ぼ
す
。
而
↑

１

も
監
将
官
ば
見
ぬ
振
り
を
す
る
。
こ
鷺
に
於
い
て
官
吏
は
私
腹
を
肥
し
商
人
は
美
名
を
あ
げ
る
に
反
し
て
、
密
を
う
け
る

の
は
百
姓
で
、
画
家
に
さ
っ
て
も
亦
何
ら
の
利
益
も
な
い
ご
い
ふ
。
こ
史
圭
抑
蕊
通
航
ノ
に
ば
受
こ
れ
ぬ
節
も
あ
る
が
、
商
人

は
癩
横
を
あ
げ
る
こ
さ
に
よ
っ
て
自
ら
の
負
据
を
百
姓
に
郷
燐
し
得
る
理
流
で
あ
る
。
が
然
し
事
変
は
、
を
れ
を
始
ん
ざ

（
即
一

．
不
可
能
な
ら
し
め
る
條
件
に
私
崎
唖
の
Ⅷ
題
が
あ
っ
た
。
私
恥
札
即
ち
晩
枕
策
火
撫
に
對
し
て
官
附
叫
亜
曲
佃
で
あ
る
の
は
畷
帆
然

、

で
あ
っ
て
、
商
人
の
育
嘘
を
》
で
の
上
池
く
し
て
は
私
礒
瞥
の
對
抗
條
件
は
益
及
不
利
Ｅ
な
り
、
樅
っ
て
愈
泓
官
脆
の
爽
行

、

が
悪
く
な
る
。
従
っ
て
捌
轆
弧
制
の
負
推
を
磯
仙
に
よ
っ
て
百
姓
に
郷
味
す
る
こ
こ
ば
、
あ
ま
り
唖
商
の
利
益
さ
ば
な
ら
。

な
い
の
で
あ
る
。

以
上
に
の
べ
た
引
課
・
雑
款
・
帯
利
。
州
聴
等
は
陥
挫
商
の
公
的
支
出
の
・
主
要
な
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
外
に
私
的
支
出

グ
ー

言
上
し
て
軽
脱
出
来
な
い
も
の
に
緬
規
即
ち
官
史
へ
の
賄
賂
が
あ
っ
た
。
こ
の
縦
規
は
古
来
こ
の
図
の
献
禽
で
は
公
然
の
秘

〃
滴
初
剛
惟
塑
商
に
蝿
す
る
一
考
祭
一
二
五
・

、

◇’ 一

ユ

I

ダ

や
■

■

､ q■
一

〆
上

､
、



や
、

9

、

~ ､
一

L

、

満
初
雨
推
蝿
商
に
開
す
る
一
考
察
‐
一
二
六

ち

密
ざ
し
て
行
は
れ
て
居
り
、
詔
は
ざ
官
界
・
經
沸
界
の
潤
滑
油
で
あ
っ
た
。
駈
っ
て
雨
沸
鞭
商
が
官
吏
か
ら
陥
規
を
誹
求

さ
れ
た
か
ら
Ｅ
い
っ
て
、
こ
き
新
し
く
述
べ
立
て
る
必
要
は
少
し
も
な
い
が
命
一
・
こ
の
例
誇
を
あ
げ
《
。
な
ら
ば
叩
准
聡

（
皿
）
．

法
志
巻
三
、
金
鍾
の
臆
法
考
に
は
、

天
下
隙
課
惟
剛
沈
妓
多
、
而
犬
下
商
力
惟
噸
沸
岐
困
。
誰
正
課
之
外
私
斐
不
黄
。
遇
一
事
即
有
一
事
之
伽
規
、
経
一
・
・
・

虚
即
有
一
唯
之
科
派
。
盆
だ
一
・

↓
さ
い
は
れ
て
居
り
、
又
、
皇
棚
文
献
迩
老
程
程
征
椎
老
雍
正
三
年
の
條
に
、

（
蝿
）
。
、

又
以
披
理
噸
彼
、
申
諭
各
椅
仔
撫
、
奉
込
幽
叩
、
從
來
疏
發
之
弊
、
飛
渡
亟
蝿
棄
皿
來
辮
、
弊
之
在
商
者
猫
少
。
加
派
‐

陥
規
弊
之
在
官
者
史
多
。
若
不
徹
底
溢
浦
、
勢
必
至
商
人
失
業
、
國
幣
常
臓
．
夫
以
一
引
之
課
、
漸
添
至
勤
有
除
．

・
官
無
論
大
小
職
、
》
無
淌
文
武
、
拷
硯
鰯
利
薮
．
照
引
分
肥
、
商
家
安
得
而
不
軍
困
。
賠
累
日
深
則
配
引
日
少
、
配
引

日
少
則
官
聴
不
得
不
貴
、
而
私
聴
将
以
機
行
。
｜
故
逐
年
之
課
難
以
奏
鉗
、
連
歳
之
引
識
皆
潅
滞
、
非
加
派
之
所
致

″
卵
〈
・
云
冷
・
↓

一
Ｆ
●

ご
あ
る
や
う
に
、
弊
の
商
に
發
す
．
る
も
の
は
少
い
が
、
加
派
陥
規
の
如
き
官
吏
の
致
す
弊
は
そ
の
累
の
及
ぶ
所
速
く
且
つ
－

深
い
。
今
に
し
て
徹
底
的
に
浦
準
せ
ず
ん
ぱ
勢
必
ず
商
人
の
失
業
図
帯
の
常
臓
を
致
さ
う
さ
い
・
勺
符
、
順
流
年
間
に
兵

（
向
卯
）

部
尚
審
の
職
に
あ
っ
た
嘘
訓
の
講
葉
に
よ
れ
ば
、
各
術
門
の
額
規
即
ち
幟
例
的
に
上
納
せ
し
め
ら
れ
る
定
額
の
晒
規
は
圃

上
は
巡
随
御
史
よ
り
下
は
行
耐
地
方
の
總
将
以
下
下
級
文
武
官
雑
職
に
至
る
ま
で
拷
之
を
さ
り
、
こ
の
外
臨
時
の
額
外
詠
〆

求
亦
計
る
、
ぺ
か
ら
ず
さ
い
は
れ
る
状
態
で
あ
っ
た
℃
。
．
昌

一
ロ

一
勇

I

１
１
Ｆ

』
Ｂ
ｈ

１
１

０
卜
、



ー

Ｌ

、

h

ｰ&0

一
一伊

4

一
〃

←

〆

”

“
又
、
臓
商
の
摘
み
の
一
つ
に
割
淡
が
あ
る
。
こ
れ
は
批
験
梨
蕊
に
噛
っ
て
斤
簸
超
過
の
脈
で
浪
收
さ
れ
る
も
の
で
、
溢
・

伽
割
浪
さ
い
は
れ
る
。
↓
溢
紬
割
淡
は
係
官
の
手
加
減
次
銘
で
ざ
う
に
で
も
な
る
も
の
で
あ
り
、
然
も
こ
れ
が
多
け
れ
ば
多

い
程
該
官
吏
の
成
絃
が
優
良
さ
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
れ
を
殴
小
限
で
喰
醒
止
め
詮
鰯
に
は
こ
ゞ
に
も
亦

ヴ
』

順
規
の
潤
滑
油
会
笹
注
が
ね
ば
な
ら
な
、
か
つ
仁
筈
で
あ
る
。

こ
の
外
、
噸
商
の
稗
流
の
諏
這
な
っ
た
も
の
に
聴
課
の
亜
微
及
び
地
方
紳
士
の
勒
索
が
あ
る
。
皇
朝
文
献
迩
老
巻
壱
、

／

征
樅
老
に
み
え
．
る
匪
煕
九
年
、
巡
噸
御
史
席
特
納
の
疏
に
よ
れ
ば
、

剛
派
聴
法
泰
夏
行
噸
萩
冬
納
課
糊
沿
已
久
。
原
照
引
数
徴
納
、
並
無
計
日
催
徴
之
例
。
祗
因
康
煕
七
年
聴
臣
差
遜
釉

ノ

遜
時
日
、
部
謹
、
雨
業
在
任
一
日
凱
価
一
日
老
成
之
査
、
子
微
完
本
年
課
銀
外
又
行
重
微
。
新
願
四
月
方
禦
新
課
即

千
五
月
開
微
、
臨
搾
尚
未
爽
一
引
而
諜
己
催
至
二
十
総
出
。
此
極
金
銭
追
呼
無
措
ｐ
非
亜
利
描
依
伽
“
（
鰭
赴
比
、
破
爲

‐
苦
累
。
及
査
此
塊
銀
課
、
前
兼
所
微
仙
入
後
兼
老
成
。
例
八
九
等
月
起
解
、
九
十
等
月
到
部
。
廷
商
人
征
受
弧
微
之

小
育
而
贈
諜
並
征
菰
微
之
無
官
收
一
金
、
商
批
倣
金
、
年
産
遮
雌
沈
香
無
窮
。
剛
洗
耐
謀
一
百
五
十
縦
山
、
毎
歳

報
完
、
早
微
干
額
不
蛎
、
遜
微
干
額
不
滅
。
査
民
間
地
丁
正
賦
尚
燕
預
微
、
商
民
微
納
法
盤
一
。
帆
伏
乞
交
部
議
、

・
將
五
十
七
日
預
微
立
行
停
止
。

Ｅ
あ
り
、
新
薔
聴
官
の
交
迭
に
際
し
て
、
後
任
聴
官
蕊
肌
任
着
の
甑
に
徴
收
せ
る
聴
課
を
重
役
し
て
ゐ
に
。
詳
し
く
い
へ

（
狸
）

ぱ
後
任
着
ば
發
令
と
同
時
に
老
成
の
麦
任
が
生
守
る
の
で
、
浴
任
す
る
ご
發
令
以
來
の
分
を
日
割
で
微
收
す
る
。
こ
れ
を

五
十
七
日
預
徴
Ｅ
い
っ
て
ゐ
る
減
で
あ
る
。
こ
の
五
十
七
日
間
の
聴
課
は
既
に
前
任
着
に
よ
っ
て
微
收
さ
れ
て
ゐ
る
の
で

（
幅
）

ら

誌
初
砺
推
蝉
商
に
開
す
る
一
考
楽
三
一
七

ケ

ｌ
ｉ

中｡
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1
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言
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』

ノ
p

心
P

、

b

猫
初
雨
准
盟
商
に
醐
す
る
一
“
考
祭
一
二
八

ヶ
か

め
る
か
ら
、
・
護
微
で
あ
る
ご
河
畔
に
亜
微
で
あ
る
。
聴
商
は
此
の
種
の
不
法
な
誹
求
に
對
へ
る
馬
に
は
或
は
璽
利
の
傭
侭

を
な
し
、
或
は
家
産
を
典
謡
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
ご
い
ふ
。
之
に
對
す
る
枇
帆
の
回
杵
は
、
前
引
用
文
に
綴
い
て
、
一

夕

上
以
斌
微
原
非
祷
例
、
妨
祁
郷
行
確
識
、
戸
祁
謹
奏
該
御
史
既
稲
此
五
十
七
日
課
銀
預
徴
架
商
、
應
照
所
諦
、
令
後

も
弓
■

薙
御
史
微
收
。
、
一
》

ご
あ
る
や
う
に
後
任
者
が
微
收
す
・
ぺ
し
ご
い
ふ
こ
て
に
落
茄
い
た
。
こ
れ
は
極
め
て
憐
然
の
解
決
で
あ
っ
た
。

次
に
地
方
紳
士
の
對
商
勅
宋
に
つ
い
て
は
耐
沸
噸
法
志
巻
一
』
に
、
‐
・

雍
正
二
年
十
一
月
戸
部
左
侍
郎
李
瑚
蛭
等
秦
、
含
識
得
條
秦
内
、
（
中
略
）
又
稲
、
・
地
方
紳
士
不
在
官
商
名
目
毎
年
坐

地
分
派
、
日
別
敬
、
叉
脚
附
規
、
先
維
革
除
。
近
又
私
五
名
色
、
將
散
商
瞳
引
、
抵
允
按
年
瓜
分
。
蚕
別
敬
附
規
名

℃
〆

色
久
巳
禁
革
。
今
既
除
去
官
商
之
名
、
是
現
存
行
嘘
之
家
居
官
者
、
“
尚
不
徳
稲
庵
官
商
・
則
並
不
行
聴
、
而
牌
散
商

ヴ
一

引
蹄
名
下
、
希
剛
取
利
者
、
亦
可
不
禁
而
自
革
突
。
４
、

●

・
こ
あ
る
や
ぅ
に
、
轍
商
は
地
方
紳
士
の
勢
力
範
囲
内
で
行
哩
・
る
た
め
に
は
別
倣
置
か
附
規
ご
か
い
ふ
名
目
の
御
機
嫌
何

（
侭
》

ひ
料
を
納
め
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
私
派
が
禁
革
せ
ら
れ
た
後
も
、
名
目
が
連
ふ
だ
け
で
変
は
別
敬
・
常
規
這

同
様
の
私
派
勒
窯
が
．
宵
商
の
如
き
特
椎
を
鱗
た
か
に
弱
小
変
本
を
以
て
す
る
彼
ら
散
商
の
上
に
加
へ
ら
伽
た
こ
Ｅ
は
右

Ｑ

の
丈
に
よ
っ
て
知
ら
肌
る
通
り
で
あ
る
。

以
上
本
唯
に
於
い
て
煉
況
を
脈
は
ず
蚊
て
綾
逃
し
た
所
以
の
も
の
は
、
蛎
商
が
或
は
そ
の
組
織
の
内
部
か
唱
或
は
外
部

か
ら
、
或
は
公
的
に
或
は
私
的
に
如
何
に
多
く
の
物
祇
詠
求
を
父
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
を
述
・
ぺ
る
に
あ
っ
た
。
殴
煕

，
や

〃
Ｐ
●

〃

｢

【

▼

賛
中
型

〃

凸

一



■

子
■

６
６ 〃

１

、

O

イ

I

＋
■
、
■

翻
一
『
画
Ｂ

（
詫
宮
心
）
Ｉ
、

〆
串
。

九
年
、
雨
准
巡
聴
御
史
席
特
納
・
徐
旭
齢
の
疏
唱
雨
派
聴
商
の
六
苦
を
の
べ
て
日
ぐ
、
・

一
、
輸
納
之
苦
、
正
雑
課
の
外
に
總
商
の
公
匝
等
厳
計
数
出
金
．
》
。

．
｛

ザ
Ｉ
や

■
？
一
仔

二
、
過
橘
之
沓
北
橘
禦
嘘
所
通
過
に
際
し
毎
引
七
・
ハ
分
戯
計
数
糾
金
‐

も
屯
訂
へ

三
、
過
所
導
古
儀
所
通
過
に
際
し
未
だ
所
製
を
受
け
ぬ
前
に
既
に
江
禦
之
我
、
深
果
之
我
其
他
戯
計
数
禺
金

四
、
開
江
之
藷
過
所
の
後
、
臨
撚
曇
江
に
浮
ぶ
に
際
し
帆
・
注
を
諦
給
す
る
手
数
料
其
他
族
計
数
鶴
金

五
、
關
津
之
苦
關
津
通
過
に
際
し
そ
の
證
明
料
金
共
他
汲
計
数
閏
金

へ

、
§

“
六
、
口
岸
之
苦
‐
口
岸
に
烈
減
し
術
揚
げ
の
際
の
諸
我
用
歳
計
数
餌
金
。
，
，‐
画
、

各
唄
何
れ
も
蔵
計
数
慨
金
に
逹
す
る
Ｅ
い
ふ
。
莫
然
こ
し
た
数
字
で
あ
る
け
れ
ざ
も
依
っ
て
以
て
雨
惟
聴
商
の
苦
痂
を
知

、
４
，
１
９

る
に
足
ら
う
。

』
■

浦
‐
饅
Ｑ

Ｐ
Ｐ
Ｊ
０

‐
（
１
×
２
）
藤
井
宏
雄
士
「
肌
代
鯉
商
の
一
考
察
」
史
畢
雑
誌
雅
四
ノ
五
．
．

‐
‐
（
３
）
以
上
・
韮
と
し
て
加
藤
博
士
「
涜
代
の
盟
法
に
つ
い
て
」
史
湘
第
七
午
一
城
に
よ
る
。
．
．
，

．
（
４
）
畷
務
太
監
の
職
に
あ
り
、
．
一
Ｍ
推
蝋
法
の
徹
底
的
破
壊
者
で
あ
つ
た
。
漉
府
四
十
年
残
。

．
（
５
）
餘
蝿
と
は
潅
戸
が
毎
旗
僧
に
辨
納
す
。
へ
き
正
額
塵
課
溌
超
》
》
へ
除
分
に
製
造
し
た
礎
で
あ
る
。
明
で
は
私
盟
横
行
を
級
和
さ
せ
る
燭

．
｝
《
に
除
蝉
の
夜
武
が
公
排
さ
れ
て
ゐ
た
。
中
凹
八
郎
雛
士
に
よ
れ
ば
、
『
抑
も
明
初
に
遮
戸
の
除
蝋
を
悉
く
浦
に
弧
上
げ
、
‘
私
に
斑

、
・
貿
來
輔
す
る
を
禁
じ
た
の
は
、
さ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
除
盟
が
私
蝿
と
し
て
流
出
す
る
を
防
止
し
、
騨
導
礎
制
度
の
保
障
た
ら

し
め
ん
と
し
た
に
外
な
ら
ぬ
。
然
る
に
昨
代
が
下
る
に
つ
れ
除
蝋
の
愉
函
型
が
行
は
れ
・
な
く
な
り
、
代
っ
て
商
人
が
直
披
遮
戸
か
ら
、

除
盟
を
笈
ふ
や
う
に
な
り
。
成
化
四
年
に
は
政
府
も
之
を
欧
誹
し
、
十
九
年
に
は
一
定
の
制
限
の
下
に
こ
れ
姪
公
縄
す
る
に
至
つ

ｊ
Ｊ
●

禰
初
雨
推
塑
商
に
鮒
す
る
一
考
鐸
．
・
一
’
二
九
“

、

I
、

1

1

L

j

1
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〆
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１
叩

唇
1I

I

I

・
描
初
両
推
蝿
商
に
關
す
る
．
一
考
察
ゞ
菖
三
二
・
連
・

（
釦
）
矢
野
仁
一
岬
士
「
阿
叶
職
嫉
と
呑
港
」
二
十
六
頁
に
『
西
雁
一
七
七
九
年
即
ち
乾
隆
四
十
四
年
に
は
更
に
十
一
天
の
行
商
が
對
外

、
愛
易
を
導
ら
収
扱
ふ
こ
と
に
な
っ
て
や
勝
來
行
商
が
破
産
し
て
依
務
を
辨
涜
す
る
こ
と
が
川
來
な
い
場
〈
口
に
は
、
」
そ
れ
を
支
辨
す

ぎ
、

る
目
的
を
以
て
行
川
銀
（
○
○
口
⑰
○
○
・
甸
匡
自
ら
と
稲
ま
る
韮
金
が
縦
け
ら
れ
、
鋤
外
焚
易
に
封
し
て
新
舞
物
税
が
課
せ
ら
れ
る
こ

と
Ｌ
な
っ
た
。
』
又
、
『
イ
ー
ム
ス
Ｑ
・
国
８
９
－
①
胃
・
圃
塑
９
＄
．
、
弓
毒
の
両
冒
頤
房
彦
旨
○
ず
ご
的
．
］
心
８
．
Ｆ
○
画
号
目
．
）
‐
に
よ
れ
ば
「
行

用
銀
の
覗
務
を
収
恢
？
に
も
、
の
は
行
商
で
・
通
っ
た
が
、
こ
れ
が
』
た
め
に
没
け
ら
れ
た
新
稔
銀
は
大
祁
分
行
朋
銀
に
入
ら
ず
し
て
、

・
彼
ら
の
私
肱
を
肥
す
こ
と
に
よ
り
外
出
商
人
は
新
た
に
負
据
を
輔
し
た
の
み
で
あ
っ
て
、
行
川
銀
が
目
的
と
し
た
所
の
利
益
は
一

．
、
つ
む
述
す
る
こ
と
が
川
來
ず
、
行
川
錐
中
に
記
入
せ
ら
れ
た
銀
獄
ほ
た
哩
雌
簿
上
の
銀
弧
で
・
一
の
っ
て
形
或
は
愉
惣
が
諦
純
の
我
川

げ
〃
可

に
こ
れ
を
支
出
せ
し
め
も
戎
は
行
愉
を
つ
か
ら
そ
の
必
要
な
る
使
途
に
こ
れ
を
我
Ｌ
、
約
迩
十
年
の
後
行
商
が
破
旅
し
て
価
務
辨
．

済
の
途
が
な
く
な
る
に
至
っ
た
時
、
そ
や
必
要
に
雌
ず
・
へ
き
行
川
銀
は
一
つ
も
な
く
、
こ
れ
が
ア
ヘ
ン
職
争
の
一
原
脚
と
な
っ
た

・
の
で
あ
る
」
と
い
っ
て
ゐ
る
。
』
と
あ
る
。
、
，
。
、
Ｉ
、

９

．
（
銅
）
郛
爾
泰
ら
誰
奏
中
に
み
訟
量
仙
共
仲
（
誰
釦
）
の
恵
児
に
、
『
各
衙
門
核
存
蝿
規
原
係
鯛
之
繩
私
疏
引
、
出
自
商
人
楕
願
。
云
争

０
グ

ー
灸
』
又
、
同
じ
く
巻
準
に
、
『
雍
正
七
年
九
月
戸
郭
術
樗
野
諏
江
市
總
仔
事
務
苑
昨
押
疏
言
や
雨
惟
噸
商
向
有
致
逢
上
下
雨
江
巡

捷
司
蓮
以
及
府
嘩
州
縣
各
傭
規
鵡
一
項
内
、
毎
年
蝿
純
銀
測
瀧
一
青
誠
十
雨
、
引
我
川
猟
二
千
七
百
、
一
十
雨
、
先
誕
欽
弗
戸
祁
左

・
侍
郎
李
周
望
等
満
森
浮
我
之
時
、
談
令
商
人
照
数
付
迭
各
愉
、
各
術
自
行
送
交
蕪
成
代
袖
脇
空
。
一
雪
々
』
“

、
、
翁
）
椎
潅
に
、
，
『
（
上
略
）
満
共
伸
術
勝
各
衙
門
規
鯉
存
公
傭
川
。
査
此
衷
鋭
職
合
之
鯛
数
若
多
、
‐
分
之
則
一
鹿
止
一
二
千
金
或
一
二
・

‐
・
両
金
或
数
十
金
不
等
。
煽
史
骨
兵
役
巡
紳
飯
食
紙
蛾
之
我
、
若
将
行
裁
革
、
此
等
人
役
蹴
能
拐
肱
辨
郡
、
必
言
圭
・
推
該
謎
延
儲
務
度
．

、
１
，
弛
、
干
蕊
政
大
右
妨
碓
。
云
々
』
・

詞
）
巻
咋
乾
味
五
土
｝
扉
七
月
戸
部
淡
殺
蝋
政
余
穂
麦
摘
中
、
｜
同
年
四
、
迩
砥
六
月
の
毎
引
成
本
（
所
要
養
本
）
合
計
の
内
認
に
よ
れ

・
ぱ
口
岸
師
公
肌
我
が
、
、

湖
臓
引
麗
で
は
二
銭
凹
分
一
競
八
雍
六
絲
二
微
一
繊
犬
沙
↑
‐

、
江
西
引
函
巻
は
四
銭
二
一
分
七
澁
九
拳
毛
絲
三
忽
二
縦
・
／
《

Ⅷ
（
引
き
一
豊
全
霊
三
菱
鋒
彗
欝
篭
沙
‐
《

〆

。
ｆ
か
″
Ｑ
ｐ

・
巷
牛
に
泰
州
等
塵
引
致
に
脱
す
る
撰
者
砧
山
の
僻
鋭
に
諺
〔
謹
按
〕
此
自
韮
正
六
年
飴
、
原
係
各
口
岸
商
人
致
透
各
官
親
我
、
江
督

、
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苑
時
繩
奏
明
交
納
迩
朧
、
〃
僻
部
蹄
公
。
と
あ
，
、
又
江
炭
伽
我
歳
徴
八
茂
雨
の
解
説
に
心
〔
誰
拡
〕
此
自
雍
正
十
一
年
始
、
隅
戸
部
．
、
ｖ

，
議
定
、
江
炭
匝
我
鵬
減
銀
四
十
除
挑
噸
、
内
酌
存
八
寓
雨
、
以
涯
茂
咽
貯
下
江
辮
嘩
、
三
茂
雨
貯
上
江
辨
庫
、
研
備
地
方
公
感
。

云
々
と
↑
曹
今
。
薙
嘩
は
布
竣
司
所
風
の
叩
で
あ
る
。

坐
翁
）
，
引
課
以
外
の
詣
雑
椀
は
一
拍
し
て
雑
歎
と
呼
ば
れ
る
。
（
加
藤
博
士
、
「
祇
代
の
捜
法
に
つ
い
て
」
）
．

（
恥
）
浦
間
行
政
法
巻
六
に
、
『
鋤
ハ
臨
峠
二
財
政
ノ
窮
乏
ヲ
袖
フ
ノ
Ｈ
的
ヲ
以
テ
賦
鍬
ス
ル
公
課
其
他
ノ
収
入
ナ
リ
。
蓋
シ
鍋
ハ
義
禍

八
ノ
義
ニ
シ
テ
、
問
ヨ
リ
描
證
ノ
自
由
意
思
二
佃
一
プ
ザ
ル
ベ
ヵ
ラ
ズ
。
凹
家
一
煙
ビ
公
課
ト
シ
テ
狸
制
徴
收
セ
バ
、
既
二
名
ヅ
ヶ
テ
、
？

描
卜
云
フ
コ
ト
ヲ
綴
ズ
。
義
拍
卜
強
制
ト
ハ
雨
立
ス
ベ
や
ラ
ザ
ル
ノ
掘
念
ナ
リ
。
而
モ
猫
ホ
臨
時
ノ
公
課
ヲ
冠
〆
ル
ー
禍
ノ
名
ヲ
《

Ｐ
Ｊ
Ｑ
Ｕ

・
以
テ
ス
ル
・
ハ
人
比
ヲ
シ
テ
共
負
掘
二
依
リ
テ
閣
家
二
報
效
セ
シ
ム
ル
ノ
愈
ニ
シ
テ
℃
究
蒐
美
名
ヲ
街
ヒ
テ
聚
欽
ノ
磯
ヲ
免
ル
、
｝
一
‐

過
ギ
ザ
ル
ナ
リ
。
』
と
い
へ
る
や
う
に
知
元
來
ば
非
湿
制
的
な
る
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
事
渡
は
掴
制
的
な
臨
昨
税
で
あ
っ
た
。
，

（
”
）
摘
要
欄
は
平
瀬
巳
之
吉
氏
「
近
代
支
那
純
濟
史
」
一
三
七
昨
’
’
三
二
九
頁
参
照
。
同
番
に
も
雨
准
盟
商
拍
輪
表
一
哲
禍
げ
て
ゐ
る
が

可
成
り
謀
り
が
函
る
の
で
別
に
作
製
し
た
。
‐
雨

（
記
）
庇
束
に
於
い
て
も
醗
商
は
石
商
と
共
に
多
額
の
献
金
を
醒
要
さ
れ
た
こ
と
が
梁
嘉
彬
氏
「
炭
束
十
三
行
老
」
（
山
内
喜
轆
美
氏
認
・
・

。
〕
四
四
一
瓦
に
描
ら
れ
て
ゐ
る
。

＄

（
”
）
‐
皇
棚
經
世
丈
細
巻
繁
岬
停
商
描
井
申
認
薙
疏
、
．
Ｗ
一
・
士
は
雍
正
八
年
の
池
士
。
、

命
）
私
騨
に
つ
い
て
ば
後
章
に
詳
述
す
る
筈
で
あ
る
。
、
、
↑

（
割
）
金
銀
は
明
末
の
躯
人
、
鵬
熈
二
十
Ⅷ
年
卒
。
誰
（
脚
）
参
照
・
・
，
．
．
》

１

△
７
１
、

亀
）
騨
政
（
詳
し
く
極
総
理
蝋
政
大
臣
）
は
康
煕
以
來
多
く
餐
宿
箭
撫
の
余
任
で
あ
で
喝

（
“
）
皇
朝
經
世
丈
編
巻
湖
商
照
加
引
減
価
疏
・
・

（
“
）
躯
商
か
ら
の
微
稔
郡
瀧
唾
迩
使
（
迩
使
を
鯉
か
い
地
方
壱
ば
鯉
法
逆
）
及
び
そ
の
下
級
官
麗
の
特
拳
す
る
所
で
あ
っ
た
。
盟
務
官
‐
・

、
唯
の
詳
細
に
つ
・
い
て
は
、
浦
剛
行
政
法
隼
誰
巻
三
○
三
瓦
以
下
を
拳
濡
せ
ら
れ
皮
い
い
、

‐
（
妬
）
北
戚
、
揚
州
川
は
心
距
離
に
し
て
約
九
百
粁
、
直
行
毎
日
四
里
．
〔
十
六
粁
）
率
均
と
し
て
江
十
六
日
を
要
す
る
。
今
か
ら
二
百
七
・

～

十
年
前
の
旅
行
と
し
て
は
通
十
七
日
位
は
要
し
た
で
あ
ら
う
。

（
殖
）
地
力
紳
士
の
か
上
る
態
鹿
は
℃
成
坐
二
年
創
政
以
来
捕
末
迄
継
桝
界
に
於
い
て
大
き
な
役
割
を
采
し
た
遊
金
の
一
趣
た
る
墜
蔽
の

．
。

‐
・
清
初
雨
推
蝋
商
に
鮒
す
る
一
考
察
‐
‘
・
二
一
三
，
，
．
＆
‐

今
》

Ｌ
、

・
〆

ノ

1

'

’ 『 ＆

I

グ

I

’
1h

、
、



F
－
－
－
－

｜

P

、

、
グ

灌
尋
匿
鵜
裂
憧
旦
塁
や
IQl.帯
溌

一
謡
款
'Aj:!GA)

'AJ穐
室
筈
去
6‘
f､。

(辱
）
副
軍
制
謹
浸
幣
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準
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